
参謀本部大陸第七課作成の兵要地誌図資料 

〔注記〕  
 この大型紙袋入りの手書き彩色地図類は、1945 年 8 月の終戦時に、参謀本部（大本

営陸軍部）の第二部第七課（通称大陸第七課）において、当時東京大学の地理学教室

から派遣され研究動員学徒として勤務していた藤井 (石井旧姓 )素介が、上司から自宅で

保管しておくようにと手渡されたものである。その詳細な経緯は記憶に残っていない

が、その当時、焼却用の廃棄処分資料として廊下に積み上げられていたものの中から

適当に選び出して、「敵さんの側に渡すわけにはいかないが、将来何かの役に立つか

もしれないから君たちの家で預かっておいてくれ」というようなことを言われて渡さ

れたのを覚えている。内容的には、何かの作戦会議等で既に御用済みのもので、それ

ほど大事な機密資料とは思われないが、第七課の職員が苦労して作成した成果なので

捨てるに忍びなかったのであろう。また、同課で自分自身が担当していた作業結果や

関係資料も同時に持ち帰った。何れも断片的なものではあるが、当時の日本陸軍の兵

要地誌部門が担当していた仕事の一部を、具体的に示す研究資料として今後活用され

るよう期待したい。  
 
Ｉ  上司より預かった資料  

 

〔紙袋の表書き〕〈赤筆〉  浙東及江北沿岸地区 /空海基地説明図 /大陸第七課  
<茶鉛筆 >支情学報 /   46 号：支那沿岸島嶼概況図表  
          47 号：浙東沿岸地区空海基地概況判断図表  

〔内容物一覧〕  
【 1】  <表題 >「江北沿岸地区空海基地概見図」（約 155×153cm）  

<基図用紙 >1/30 万支那沿岸陸海編合図・経緯度記入（全 17 枚中の 7・ 8・ 9 号  
図 3 枚の貼り合わせで、北は海州付近から南は呉淞 (ウースン）・蘇州付近までを

含む )。なお、裏白紙利用の一枚は、小縮尺のニューギニア島図を使用。  
<貼付け説明文 >「地区の地理的特質」として、海岸線・陸地・飛行場適地について  

箇条書き。  
<彩色の線・面部分の手書き記入事項 > 
［黄色面］棉花農場範囲 :概シテ砂質壌土 =飛行場設置ノ最適地ナリ  
［茶太線］范公提ノ線 =棉花地帯ト水田地帯トノ概略境界  
［緑太線］乾湿田地帯ノ概略境界卜見做シ得  
<大型記号 >井桁記号：飛行場（既設：紫色 =我ガ方･赤色 =敵側、黄色 =候補地）  
<海深線 > 黒実線：海岸線  

緑点線：  7ｍ等深線＝駆逐艦及浅吃水艦 (5-6ｍ )ノ近接概略線  
茶色線： 10ｍ等深線 =巡洋艦及一般輸送船ノ近接概略線  
青色線： 15ｍ等深線 =戦艦・航空母艦級ノ近接概略線  
赤色線： 20ｍ等深線 =潜水艦ノ浸沈航行可能概略限界  

なお、裏面に大赤字で「堤中佐」との記入あり。  
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【 2】  
<表題 >「浙東海岸地区空海基地（ここに「判断」と追加記入あり）概見図」  

昭和 20 年 6 月  大本営陸軍部  （約 150×110ｃｍ）  
<基図用紙 > 1/30 万支那沿岸陸海編合図  第 9＋ 10 号図（上海～温州湾）  
<記入事項 > 少なし（水深線･飛行場関係等のみ）  
【 3】  
<表題 >「太岳地区兵要地誌要図」（山西南部の汾陽･大原･平陽･彰徳地区）  
<基図 > 東亜 1/50 万・西九行・北一・二段図 (民国製 1/5 万図･編成 1/10 万図使用）  
<上刷り文字 >（昭和 18 年 8 月 25 日  乙集団参謀部）  
［赤太字］ 1 地形一般、 2 道路、 4 宿営休養、 5 衛生、 6 民心の動向、  
     7 地図ノ使用  ［青線］ 3 河川  
【 4】  
<表題 >「晋西北地区兵要地誌要図」（上記【 3】の北側接続地区の図）  
  昭和 18 年 9 月 15 日  （その他は、上記に同じ）  

【 5】  
<表題 >「四川及陝西正面主要交通網図」（華中内陸中央部の小縮尺図）  
<基図 > 1/100 万多色刷り中国大陸航空図 4 面貼合 (含延安･成都・斉南･南京）  
<記入事項 > 各種交通路線･水路 (含距離表）・飛行場（既設の大中小型区分・  
  敵側 (赤色 )我が方 (青色 )区分･候補地･不時着用地等を記入）  

【 6】  
<表題 >「敵側地区主要鉄道諸元」（墨筆大書による一覧表）  
<内容 > 昆明･西安･広東･衡陽･貴陽方面の 6 路線の概要表  

【 7】  
<表題 >「既往ニオケル熱河山地地誌資料（参考迄 )」  
<内容 > 山地地形･平地における通行障害･道路･河川の概況等の記述   

【 8】  
<表題 >「滇越黔桂地区主要交通網図」  
<基図 > 1/100 万航空図  昭和 20 年 3 月  大陸第七課作成  

【 9】  
<表題 >「福建省及東部広東省主要交通網図」  〈上記とほぼ同じ〉  

【 10】  
<表題 >「支那沿岸主要島嶼位置概見表」（書類と付図）  
<内容 > 付表：空海基地説明概見表  
     付図：支那沿岸主要島嶼概見図  
     付図：島嶼の比較参考図  
【 11】  
<内容 > 1/10 万兵要地誌図を貼り合わせたもの（破れる寸前状態）  
 
以上、預かり資料分 11 点。  

  

ノ  
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II 藤井 (現姓  石井 )が自分で担当した作業結果と準備作業記録  

 
【 12】  

<表題 >「西北 (支那 )諸民族分布並二利用価値判断図」（昭和 20 年 5 月作成）  
<基図 > 昭和 18(1943)年 6 月陸地測量部調整･製版、中国大陸全図 (1/400 万 ?）  

地名は漢字とカタカナで右から表記、水系は青色印刷。  
<民族分布 > 色別に民族種別の概略分布区域を表現、「混合地域」は 2 色斜線、  
 「分散或ハ出没地区」は単色斜線、「中共勢力圏」は赤色斜線で表現。  
<利用価値 > 単純化した用語（含･差別語）による箇条書き要旨を記入し貼付。  
  図の下段に「西北諸民族の省･地域別人口分布構成表」を追加貼付。  

【 13】  
<表題 >「西北諸民族調査資料」（上記判断図作成のための準備作業記録）  
<内容 > 民族の分布･人口構成･勢力圏等の概況につき既存文献から抜粋記録。  
  鳥居龍蔵・橋本増吉・江上波夫・岩村忍氏らの調査資料・講演記録等による。  

【 14】  
<表題 >「武漢反攻関聯地区主要河川輸送能力判断表」（昭和 20 年 8 月）  
<内容 > 大判用紙に一覧表化した表記の「判断表」と、これを作る過程で準備し  
  た諸資料。その多くは陸軍の雑用紙を使っているが、一部に軍用記録の裏面  
  を使用したものがあり、その裏面の一部に､奥地に進出した現地軍に対して、  
  極力敵側製作の地図を鹵獲するよう要求・奨励する記述等も見られる。  
 

III 同課で作業していた他の動員学徒仲間の作成した資料（偶然同じ袋に在中）  

【 15】  
<表題 >「黄河流域住民の概況一覧表」  
    「苗族ノ概況二就イテ」及「苗族分布図」   
     「蛋族ノ概況二就イテ」   
 
【付】  
｢大陸第七課ヨリ地図業務二就イテノ通達」（コピー）  

以上                      2011 年 5 月 15 日  石井素介記  
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A 昭和 15年度と推定される日本陸軍の地図整備計画  
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